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●福祉部門が中心となり、高齢者対象や子供対象など、個別の見守りシステムの充実と連携の
強化により、すき間のない地域見守りシステムの構築を目指す取組を実施

　◆構築の三つの柱
　「地域の見守り情報をキャッチする」「地域の見守りを育む」「新たな見守り網を紡ぐ」

　　　　市内で発生した2件の孤立死事例を受け、見守りネットワークを再構築

●個別の見守りシステムの充実と連携の強化
⇒子供、高齢者、障害者等の個別の見守りシステムの充実と相互連携を一層強化

●すき間のない地域見守りシステムの構築

　　　　　「地域の見守り情報をキャッチする」
⇒見守りホットライン開設（連絡先不明の通報・相談・安否確認用ダイヤル）
・個別の見守りネットワークではカバーしきれない見守り情報をキャッチ
・安否確認については通年24時間対応。その他の近所の見守り情報も、見守りホット

ラインから内容に応じて、各担当課につないで対応。
⇒ケース検討会議・緊急対応会議
・担当課を判断できない場合、あらかじめ関係各課の参加者を定めた「ケース検討会議」

を開催。緊急を要する場合は「緊急対応会議」に切り換え、警察・消防等の関係機
関に協力を求めるなど、安否確認を迅速かつ的確に実施。

　　　　　「地域の見守りを育む」
・民生委員・児童委員や地域福祉コーディネーター、地域包括支援センター、子ども

家庭支援センター、障害者虐待防止センター等との連携を強化

　　　　　「新たな見守り網を紡ぐ」
・ライフライン事業者などの民間事業者等や医療機関への協力要請により、新たな見

守り網を紡ぎ広げるため「立川市地域見守りネットワーク事業」を推進

立川市

［要件2］ 速やかな相談受付と迅速な対応

背 景

三つの柱1

三つの柱3

三つの柱2

立川市地域見守りネットワーク事業…子供から高齢者まですべての市民が、地域で孤立することなく安心
して暮らせるよう、住民、活動団体、事業者等と協定を締結し、日常の生活や業務の中で気づいた異変を市へ連
絡してもらうことにより、適切な支援につなげる取組　※ネットワーク参加事業者は80団体（平成27年8月現在）

総合的な見守りシステム

取 組 の 概 要

実 施 内 容



取 組 の 成 果

取
組
の
ポ
イ
ン
ト
！
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●消費生活相談を進める中で判明した、健康状態や判断機能等が低下していると思われる一人
暮らし高齢者や高齢者のみの世帯について、担当の地域包括支援センターへ連絡し、訪問等
の対応を依頼するなど、福祉部門との連携が進んだ。

●繰り返し消費者被害に遭う一人暮らしの高齢者等について、行政の福祉部門関係者や地域見
守りネットワークと連携し、被害の未然防止を図っている。

●見守りの対象となる様々な主体を全庁的に整理し、連携強化を働きかけることによ
り、構築済みの見守りネットワークに参加する関係者の意識高揚を図っています。

●「見守り」という広い概念でホットラインを設置することで、市民の総合相談窓口
として機能させています。また、連絡後の対応を庁内で体系化し、迅速かつ組織的
な対応を可能としています。

●行政機関のみではなく、地域住民や事業者等による緩やかな見守りを推進し、見守
り活動に対する市全体の参加意識の醸成を図っています。
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